
ネーミング由来は・・・
患者様が親しみやすい鹿児島弁を使いたいという提案と、意味は違えど「ほっとひといき」というイメージでつけられ
ました。

今年も

よろしくお願い致します

博悠会温泉病院では①病気の性質に合った医療とケアの提供②必要度、重症度に合った医療とケアの提供③根拠に基づいた医療の提供
を行う事を病院の目標としています。
具体的には、医療ならびにケアチームが御本人ないしは御家族と、どのような医療あるいはケアを行うかを徹底的に話し合い、合意を
形成したうえで「人生の最後の医療とケア」を提供します。
　従業員一同は、皆様方の御要望に柔軟に対応した医療とケアを提供することをお約束致しますので、今年も博悠会温泉病院をよろし
くお願い申し上げます。

　明けましておめでとうございます。日本人の平均寿命は世界一で男女共に８０歳を超えていますし、高齢化率（全人口に対する６５
歳以上人口の割合）は２５％を超えています。しかし、人間いつまでも健康であり続けるわけにはゆきません。
　高齢者に対する医療は、脳を含めた身体の老化に対する医療の場合も有れば、老化の過程に癌、脳血管障害、心臓病、生活習慣病な
どが加わった場合に対する医療もあります。これまではいずれの場合でも、まずは医療機関に入院し、治す医療が中心でしたが、今後
はこのやり方のみでは通用しなくなると思われます。
　高齢者の終末期医療についても、どのような医療が提供されるべきかについての議論は十分になされていません。終末期医療という
言葉自体が必ずしも適切ではなく、「人生の最後の医療とケア」という用語に変えるべきであるとする意見もあり、私もこの意見に賛
成です。

テーブル
いつものテーブルではなく、テーブルクロスと季節を感じるお飾りで演出
しています！患者様の作品展示・鑑賞の場にしていきたいと考えていま
す。

お品書き
患者様のご希望もあり、今後は、可能な限りいつも同じでは無く、品数を
減らしたり増やしたりしていく予定であります。

屋台・のれん？看板？
喫茶雰囲気を出す為、文化祭風に屋台にしてみました！季節を感じるお飾
りをしていく予定です。１００均のすばらしさを再認識中の３病棟スタッ
フです。セラピスト協力のもと習字が得意な患者様に書いていただいたも
のです！！パソコンの印字とは違って、ほんといい味出しています！！書
いてくださった患者様の中には、経口摂取が出来ない方もいらっしゃいま
すが、こういう形で参加していただくのも賛否両論ではありますが心に響
くものがありました。

喫茶コーナーを始めたきっかけは・・・
長い入院生活に何か少しでも「楽しみ」をつくれないだろうか？曜日を設定することで「今日は喫茶の日だ！」「今
日は喫茶があったから○曜日か！」と生活リズムの手助けにはならないだろうか？水分摂取の補助的役割にはならな
いだろうか？ご家族と患者様、ご家族とスタッフの交流の場にならないだろうか？など、３病棟スタッフの日常の思
いがきっかけです。制限に関する問題点もあげられましたが、先生方のバックアップに日々感謝しております。

毎週月曜・木曜１５時半～１６時半頃まで３病棟にて開店します。スタッフからチケット（無料）を受け取り、喫茶店へお渡しく
ださい。

子供が体調を崩して仕事に支障が出た…ということはよくありますよ
ね。 でも子供たちもお父さんお母さんが仕事に出ていることで寂しい
想いをしたり不自由を強いられたことがあるかもしれません。そんな
博悠会職員の子供たち全員に『ありがとう！』の気持ちを込めてクリ
スマスプレゼントを行いました！託児所の子供たちにはサンタさんか
ら直接手渡すこともできました♪

患者様、利用者様、ご家族へ、これまでにない新たなサービスを創造・提
供することを目的としたサービスコンテストが行われました！喫茶店お
やっとさぁもその1つなのです。他には定期処方の外来患者様へのお祝い、
家族交流会を開き、入院患者様・ご家族様で一緒にお食事をとったり、案
内看板改善、職員子供の託児所環境整備などなど…
今回ご紹介できないのが残念ですが、次号をお待ちくださいませ(*^v^*)
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☆クリスマス会

院長  平井 淳一 

博悠会サンタが託児所へ向かうと… 

ミニサンタさんが！！子供たちの思い


